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広場 

ティー・ネットひろば 

●もし水道がなかったら
●みんながしあわせになるために
●ひらこう、世界のとびら！
●世界の12歳は今
●ユニセフ募金の行方から世界を見よう
●ともに生きるということ
●どんな世界を望んでいますか
●幸せって何だろう
●やさしさに気づいたら
●世界はひとつ　　　　　　
●問題解決のプロフェッショナルになろう

（財）日本ユニセフ協会では、ユニセフ学習のためのいろい

ろな資料をご提供しています。ユニセフ資料を活用して、新た

な学習事例の開発に挑戦してみませんか。

新たに開発した事例を実践し、「総合の時間はこれででき

る！」という指導案まで取り組みが進めば、学校事業部の資料

に紹介したり、セミナー等で報告をしていただき、ユニセフ学習

に取り組みたい全国の、多くの先生にご紹介したいと思います。

研究協力校に関心をお持ちの方はぜひお問い合わせくださ

い。募集要項は下記の通りです。

これまでに、ユニセフではさまざまな教材開発を行っていま

す。先生方のご協力を得て、特に「総合の時間」で活用できる

ように教材開発をした「学校におけるユニセフ活用ガイド」を

平成14年度、15年度に作成し、全国の学校にお送りしました。

小学校から高校までさまざまな活動例を取り上げていますの

で、ぜひ活用してください。

＊多少、冊子の余部があります。ご希望の方は学校事業部まで
ご連絡ください。

平成15年度版の内容

●応募対象：全国の小学校・中学校・高等学校・教育研究団体

●募集期間：平成16年4月～5月末日【当日消印有効】

●選　　考：平成16年6月中

●助成内容： 1校10万円～15万円

● 各学校の取り組み： 研究・授業実践…平成16年 7月～12月
ユニセフセミナーや研修会、ユニセフ資料等での実践報告をお願いすることもあります。

詳しいご案内 ： 平成15年10月以降、ホームページでご案内します。http://www.unicef.or.jp

お問い合わせ ： 学校事業部へ　103－5789－2014 503－5789－2034
se-jcu@unicef.or.jp

平成16年度 研究協力校募集要項

研究協力校に参加し、
新たな教材開発に取り組んでみませんか ユニセフ教材を活用してください

今年度4月に全国の学校に送付した資料。
15のユニセフ活動実践事例を紹介しています。

参加してみませんか？ 

「ユニセフ研究協力校」 
 

「ユニセフ研究協力校」 
平成14年度から全国の小学校、中学校で、平成15年度からは高校において
学年進行で、「総合的な学習の時間」（以降「総合の時間」）が開始されました。
（財）日本ユニセフ協会では、平成15年度から、「ユニセフ」を題材にした「総合の時間」
の展開方法を研究する『研究協力校』の募集を始めました。今年度は小学校、中学校、高校各2校、
計6校に研究助成を実施しています。
ユニセフ資料の有効な活用をはかると共に、授業の充実に役立てていただければと思います。




